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静大協調学習・ICT教室

コンピュータ、プロジェクタ、ホワイトボード

各グループに１つ以上準備 2



スクールリーダー養成プログラム

2008年度、静岡大学大学院教育学研究科

高度教育実践専修 教育内容・方法コース

院生：現職院生13人、学部卒院生5人

大学教員：3名が授業、実習すべて共同で
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Wiki（協調学習支援システム）
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静大ビデオ共有システム
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研究テーマ

高等教育の授業デザイン

学生自身が知識構築の主体

大学教員、ICT、仲間が学習を支援

専門領域：認知科学、学習科学

認知研究で明らかになってきた学習理論を、学校現
場に適用して検証する

現在の対象領域

大学院（教育学研究科）、学部授業
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ICTを活用したある授業の一場面…
授業の最後の活動から戻って見ていきます
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知識統合成果を相互発表・相互評価
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文献をまとめ、他者に説明する

違う資料を担当した人と新グループを作って、資
料を順に説明し合う

パソコンは使わず…
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作成例

完成物はスキャニングしてWeb掲示板で共有
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担当資料の説明準備の様子

９つの文献資料を９グループそれぞれが分担

担当資料を読んだ後、説明用の概念地図をグ
ループで作成

ＩＣＴ!?



今あるICTをいかに活用するか？

このような活動の多くを電子上で実現できる試み
がKALS?
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なぜこのような授業をするのか？

学習者が主体的に知識を構築していく

知識構成観

グループでの話し合いは、個々の理解を深める

協調的学習観

話し合いで深めるためには議論するに足る「外
化物」の共有が必要

ICTによる支援
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ジグソー学習法（全員が強制的にグ
ループ活動・学習活動に参加可能）

自分の意見を持たないといけない
（調べた物を一人で伝える必要性）

相手に伝えなければ（相手の話をき
ちんと聞かないと）課題が解けない

全てがわかるまで協調的な活動が
起きる。
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テーマＡ テーマＢ テーマＣ

発展課題 →資料紹介



認知学習理論から考えられる

教師の力量を向上させるための方法は

理論偏重ではだめ（従来の大学院研究科）

活用できない知識←活用方法は学習者にゆ
だねていた

時間をかけた経験の蓄積（現場のみ）

なぜいい授業かを説明できない（波及しない）

理論的に正しいものと、誤ったマイ理論とが混
同している（整理できない）

理論と実践を統合させる活動を
カリキュラムで意図的に支援
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認知学習理論から考えられる理想的な

「理論と実践の統合活動」

学習者主体による協調的統合活動

文献資料
文献資料

文献資料

教授学習理論を自身で構築

実践経験
実践事例

実践事例
実践事例

経験を理論に
当てはめる
理論を実践に
適用する

事例を理論と対応
させる。データを解釈する

文献から理論を
抽出する

必要に応じて
再構築

実践と文献の繋がりを考える

他者と関わりながら…
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「理論と実践の統合活動」
の問題点と改善策

高度な認知活動

自発的には起きにくい

体系的カリキュラムによる強制！

学習活動を確実に

学習支援システムによる支援！

学習活動を容易に

意義を実感し修了後には自発的に
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協調学習支援システムを導入することで

在籍中：実践と理論の統合活動を支援

卒業後：生涯利用可能。世代を超えて繋が
るコミュニティを創成していく

授業観察・実習経験の
具体的な記録

授業で調べて説明しあった
学習・分析に関する理論

同一のWeb掲示板上で共有して比較参照



KALSサマーキャンプ用紹介ページ

http://connect.ed.shizuoka.ac.jp/kals/

静大ビデオ共有システムアカウント

ユーザID: kals

パスワード: kals

アクセスしてみてください
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http://connect.ed.shizuoka.ac.jp/kals/
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コースの目標
学校を相対化する力

理論等踏まえて客観的に状況を把握する

課題を可視化する力

データに基づいた評価、説明できる

学校を改善する力

同僚と共に授業改善に取り組める
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授業の展開（大学と現場の行き来）

2:事前検討
観察ポイント

理論と関連付け

3:現場へ出向く
授業観察
授業実践

研修会参加

4：事後検討
振り返り

分析
理論と関連付け

1:大学授業
理論の整理

深めながら
繰り返す

ICT+ジグソーで



１．授業を支える学習理論を学ぶ

違う資料を担当した人と新グループを作って、資
料を順に説明し合い、自己の実践経験と結びつ
ける

→写真紹介
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２：事前検討

観察に行く授業案の事前検討

これまで学んできた事柄との対応付け

Web掲示板の活用、チェックリストの作成

観察の観点の決定
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3:授業観察・実践を記録

ＩＣレコーダ

ビデオカメラ

実践

観察
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3:教員研修会への参加,振り返り

現場にて

振り返り
研修会
参加
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4:再び大学で振り返り・分析

大学で、Web掲示板・ビデオも活用しながら授業
を分析し、レポートにまとめる

理論とのつながりも考える

子どもたちのグループごとの
発話分析による理解の変化



27



28


	ICTを活用した協調学習�―理論と実践の知識統合支援―
	静大協調学習・ICT教室
	スクールリーダー養成プログラム
	Wiki（協調学習支援システム）
	静大ビデオ共有システム
	研究テーマ
	ICTを活用したある授業の一場面…
	知識統合成果を相互発表・相互評価
	文献をまとめ、他者に説明する
	作成例
	担当資料の説明準備の様子
	今あるICTをいかに活用するか？
	なぜこのような授業をするのか？
	ジグソー学習法（全員が強制的にグループ活動・学習活動に参加可能）
	認知学習理論から考えられる�教師の力量を向上させるための方法は
	認知学習理論から考えられる理想的な�「理論と実践の統合活動」
	「理論と実践の統合活動」�の問題点と改善策
	協調学習支援システムを導入することで
	KALSサマーキャンプ用紹介ページ
	コースの目標
	授業の展開（大学と現場の行き来）
	１．授業を支える学習理論を学ぶ
	２：事前検討
	3:授業観察・実践を記録
	3:教員研修会への参加,振り返り
	4:再び大学で振り返り・分析
	スライド番号 27
	スライド番号 28

